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3 0

(9,862) 2,155

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

指標の名称

(2,916)

128

-

　決算額　　(単位：千円) -

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

-

-

-

-

-

学識経験者と専門家からなる「重文旧東京音楽学校奏楽堂修理委員会」を設置し、保存活用計画策定に関する協議
を実施。

目的達成度 3

必要性

4,261

(9,863) 2,027

0

(12,779) 6,416

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

(6,559) 1,611

0

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

平成25年度より保存活用計画を策定しており、国、都からの補助金を活用しながら計画通りに進めている。効率性

4

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） - (6,220) 4,805

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

平成２６年度に策定する保存活用計画、工事基本計画に基づく修理工事を、平成２７年度から本格実施する
必要があり、また区立の文化施設であることから、本事業を区が直接実施しなければならない。

拡大

評
価
結
果

保存活用計画の一部を策定。

4 重要文化財としての文化的価値を損なわないための工法を検討するための計画を策定している。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

平成30年度の再開館に向けて、平成26年度に策定する保存活用計画と工事基本計画を踏ま
え、平成27年度に工事設計及び本体工事を着手し、平成29年度までの間、本事業における大
規模修理工事を本格実施する。

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

平成24年度　耐震診断調査及び現況調査
平成25年度　保存活用計画策定（1か年目）
平成26年度　保存活用計画策定（2か年目）、工事基本計画策定
平成27年度　設計、工事
平成28～30年度　工事及び再開館準備

Ⅰ-３．文化が息づく豊かな生活の創出

 [施　　策]

区民および一般

％

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

100.0

100.0

-

-

30.0

（２）新たな文化の創造と発信

あり 旧東京音楽学校奏楽堂の保全

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

要綱等無し

旧東京音楽学校奏楽堂保存活用計画策定補助業務委託　
一部委託

２５年度

-

平成

重要文化財である本建物を適切に保存し、後世へ継承するため、文化財的価値を維持する大規模修理工事を実施する。

％保存活用計画策定進捗率

工事基本計画策定進捗率 -

-

[終了予定]

平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 旧東京音楽学校奏楽堂改修 所
管

文化産業観光部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

平成

文化振興課

50

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

① 新たな文化の創造[19]

その他

国・都


